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１．「国際建設工事について」の講義では、国際建設工事の全体的な説明で、国際工事の歴史、
入札から工事完了まで過程を主に契約的見地から説明する。具体的には入札方法、国際建設工事標準契約約款(FIDIC)、クレイム、海外進出の必要性などについて説明する。
但し、この講義はそんなに硬い講義ばかりではなく、実際の建設工事の説明や国内工事との違い、海外勤務の特典・苦労話などの話もする。
さらに台湾での長大斜長橋建設工事記録映画(約３０分)も鑑賞する。
２．「技術者倫理」の講義では、日本の建設技術者の一般的な倫理観及びよく行われている手抜き工事を紹介して、その防止策を欧米先進国(ｱﾒﾘｶ)の手法と比較しながら説明する。
また、談合についても一般的な説明して、その防止策を欧米先進国(特に、アメリカ)の手法と比較しながら説明する。
 
３．「国際建設工事標準契約約款(FIDIC)」の講義では、この約款の各条項を説明する。
但し、重要な条項は具体的に説明する。
これは比較的硬い講義ですが、国際プロジェクトでは、技術者も契約を理解していないと
仕事が十分出来ないので、国際契約についての説明をする。
このFIDICはイギリスの建設工事契約約款を基にしていますが、現在では、その内容は大幅に変更になっていて、世界銀行、アジア開発銀行、各国政府などからの発展途上国への有償＆無償開発援助の国際プロジェクト案件で採用されている非常に公平な契約約款(条件書)です。
もちろん、民間案件でも国際入札の場合は使用されている場合もある。
FIDICは土木工事及び建築工事の共通契約約款(条件書)です。日本の公共工事でも将来談合がなくなれば、契約の公平性を保つためにも公共工事の契約約款もFIDICなどの世界標準に
変更されると思います。特に、受注建設会社や設計事務所からのクレイムが始まりますのでクレイム条項の入った公平な契約約款に変更されるはずです。
４．「国際建設工事のクレイム手法」の講義では、国際プロジェクトで最も重要なクレイムの
一般的な説明を行い、クレイムになりやすい条項の説明及び具体的な例を示して説明する。また、実際の英文クレイムレターを紹介して、ネゴの手法を含んだクレイム戦略・戦術・
テクニックなども紹介する。
最後の授業(6/8)では、学生を卒論研究室単位の数グループに分けて、それぞれのグループを発注者、エンジニア、請負者グループに小分けして、クレイムのテーマを与えて、
模擬ネゴシエーションのROLE PLAYをする。即ち、アメリカの大学などで行っているDISPUTE(一種のDEBATE)の演習を行う。
以上

